正月に 門松 を 立てる 訣を 記憶して ゐる 人が、 今日で も 

まだ あるで せう か。 此 意義 は、 恐らく 文献から は 発見 

出来ますまい。 文化 を 誇った もの ほど 早くに 忘れて し 

まうた 様です。 僅に、 圏外に とり 残された 極 少数の 人 

達の 間に、 かすかながら 伝承され てゐる 事が あるので、 

それから 探り を 入れて、 まう 一度 これ を 原の 姿に 還し、 

訣れば その 意義 を考 へて 見たい と 思 ふので す。 

今日で は、 門松の 形が 全国的に 略き まって しま ひまし 

たが、 以前 は、 いろ/ \ 違った 形の ものが あつたので 

す。 今日の 様な 形に 固定した の は、 江戸時代に、 諸国 

の 大名が 江戸に 集った 為に、 自然と 或 一 つの 形に 近づ 



れで 氏子 は必 片目が 細い と 言 ひ、 松 を 忌む の だと 言 ふ 

のです が、 此 様な 話し は、 諸国に ある 餅な し 正月の 話 

しな ど、 同じで、 合理的な 説明に 過ぎません。 今日の 

考 へから 言 ひます と、 榕は 仏前の ものに なって をり ま 

すから、 それ を 門松の 代りに 立てる の は 如何にも を か 

しいと 思 ひます が、 昔 は、 榊が 幾 種 もあった ので、 榕 

も、 榊の 一 種だった のです。 

それなら、 何故 榊 を 立てる か > 問題になる のです が、 

かう した 信仰 は、 時代に よって 幾ら も 変って をり ます 

から、 一概に 言 ふ 事 は 出来ません が、 正月の 神 を迎へ 

る 招ぎ 代であった かと も 見られます。 さう いふ 考へも 



成り立た なく はない のです。 しかし こ、 に は、 まう 少 

し 正月に 即した 考へを 立て、 見 ませう。 

日本に は、 古く、 年の 募になる と、 山から 降りて 来る、 

神と 人との 間の ものが あると 信じた 時代が ありました。 

これが 後に は、 鬼 • 天狗と 考 へられる 様になつ たので 

すが、 正月に 迎 へる 歳 神様 (歳徳 神) も、 それから 変 

つて ゐ るので、 更に 古く は、 祖先 神が 来る と 信じた の 

です。 歳 神様 は、 三日の 晚に 尉と 姥の 姿で、 お帰りに 

なると 言 ふ 信仰に は、 此考妣 二位の 神 来訪の 印象が 伝 

承され てゐる 様です。 しかし 此 話し は、 既に 度々 して 

をり ますので、 こ ゝには 省略した いと 思 ひます。 



とにかく、 此 信仰に は、 現実との 結びつきが ありまし 

た。 さう した 山の 神に 仕へ る 神人が あって、 暮 • 初春 

に は、 里へ 祝福に 降りて 来たので、 その 時には、 い 

ろくな 土産 もの を 持って来て、 里の ものと 交易して 

行った のです。 此 交易 をした 場所 を、 3^ と 言 ひまし 

た。 後の 「巿」 の 古義な のです。 山人. 山姥が 巿 日に 

来て、 大食 をした 話し、 無限に 這 入る 小 袋に もの を 詰 

めて 行った と 言 ふ 伝説 は、 さう した、 山人が 里の もの 

を たくさんに 持ち 還った 記憶が あって 出来た 話し だと 
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思 ひます。 山人が 持って来た 土産に は、 寄生木. 羊歯 

の 葉、 その他い ろくな ものが あつたので、 今 も 正月 



門 神 柱、 或は 男 木な ど、 と 言 はれる、 栗. 槍な どの 柱 

が 二 本 立てられ、 これに 注 連 を はり、 その 下に 松が 立 

てられる ので、 その 松の 枝に は、 3^ と 言 ふ、 藁で 作 

つた、 を 半分に した 様な ものが 掛けられ、 その 中 

に は、 餅. 粢 などが 入れられる のです。 此形 は、 盆の 

聖霊 棚に 非常に 近いと 思 はれます。 

日本に は、 魂迎へ をす る 時期が、 盆と 暮と 二度あった 

事 は、 徒然 草 四季の 段 を 見ても 訣る 事です が、 此は、 

元来 は 初春 だけの ものだった のです。 それが 二度に な 

つて、 一方 は 仏教との 習 合に よって 非常に 盛んになり、 

初春の 方 は、 正月の 行事が 行 はれた 為に 魂 祭りと して 



の 信仰 は、 却って 忘れて しまうた のです。 しかし、 此 

魂 祭りなる ものが、 古い 時代の は、 今の 仏教 式の もの 

ではなく、 暮 • 初春に、 山から —— もっと 古く は 海の 

彼方から —— 来訪す ると 信じた 祖先 神 を祀る 事だった 

ので、 さう した 神を迎 へる 祭壇が、 即、 ^^或は^ 

だった のです。 七夕 も、 後に は 支那の 乞 巧 尊信 仰がと 

り 入れられて 星祭りに なって しま ひました が、 此 語に 

印象され てゐる 日本 本来の もの は、 さう した 遠来の 神 

を迎 へるべく、 をと めが 海岸に 棚 を 作って、 神の 斎 衣 

を 作る 為の 機 を 織りながら 待って ゐ たので、 此 が^^ 

ばた つめでした。 門松が、 やはり さう した 神を迎 へる 



為の 棚であった とい ふ 記憶 を、 かすかながら でも 残し 

てゐ るの が、 此三 • 信 • 遠国 境の 山村で 見た 門 神 柱で 

す。 普通の 家で は、 此門神 柱 を 二 本し か 立てません が、 

家に よると 十数 本 も 立てる のがあります。 その 意味 は、 

もう 忘れられて しまうて ゐ るので すが、 老人 達の 話し 

を 綜合して 考 へます と、 それ は、 本家が、 分家の 数 だ 

けの 柱 を 立てる らしい のです。 盆 や 正月に、 子方が 親 

方の 家へ おめでたう を 言 ひに 行く 慣例 は 最近まで あり 

ました。 柱 を 分家の 数 だけ 立てる の は、 此 記憶が 底に 

あつたからで せう。 処で、 此柱を 十数 本立てた 形 は、 

恰も、 とり 入れた 稲 を 乾す^ 7 と 同じ 形な ので、 事実 



この 門 神 柱の 事 も、 は ざと 言うて ゐ るので す。 さう し 

て 見る と、 此 二つ は、 偶然 似て ゐる だけで はなく、 稲 

を 乾す^ Mp、 元は 実用の 為に 作った もので はなく、 

やはり 田の神 を迎 へる 為の 棚であった 事が 考 へられる 

のであります。 

かやう に、 此 地方の 門松 は、 柱が 主体で、 松 は 客体と 

見られる のです が、 而も、 此 十数 本 も 立てた 柱の 下に 

も、 一 々松 を 立てる の は、 如何にも 意味の ある 事 だと 

思 はれます。 即、 此松を 添へ ると、 山から 迎 へて 来た 

霊が、 その 柱に 宿る と考 へた 遠い昔の 人の 信仰が、 如 

実に 想像 出来る ではありません か。 今でも、 此松を 山 



から 伐リ 出す 事 を、 伐る と は 言 はな いでお ろす と言う 

てゐ ますが、 古く は、 はやす と 言 ひました。 松ば やし 

がそれ です。 はやす は、 はなす • はがすな ど、 一 類の 

語で、 ^ • ふやす と 同じく、 霊魂の 分裂 を 意味した 

語な のです。 だから、 松を迎 へる 事 は、 分 霊を迎 へる 

事で、 松 は即、 その 霊の のりものだった のです。 

次に、 此 松の 枝に 39 を かける 訣で すが、 昔の 人 は、 

かう して 迎 へて 来た 霊、 或は やって来た 霊に は必、 不 

純な ものが 随伴す ると 考 へたので す。 盆に も、 正式に 

迎 へる 聖霊への 供物の 外に、 無縁仏の 供物 を 作ります 

が、 それと 同じ 康に、 歳 神様に も、 家へ 這 入って 貰つ 



て は 困る 神が 附隨 して 来る ので、 それ を 防ぐべく、 此 

やす を かけて 供物 をす るので す。 

とにかく、 こ、 の 門松に は、 古い 信仰が 残って ゐ るの 

です。 此門 神様の 周囲に、 鬼 木 或はに う 木と 言うて ゐ 

る、 薪に 十二月 或は 十三 月と 書く か、 十二 本 或は 十三 

本の 筋 を ひく かした もの (元は、 閏年 だけ 十三 月と し 

たのです が、 後に は、 今年 も此 様に 月が 多い と 祝 ふ 意 

味で、 平年に も 十三 月と 書く 様になった のです) を 並 

ベ、 又 たくさんの 薪 を 積む のです が、 これ こそ、 前に 

申した、 山人の 山づ とで、 鬼 木と 言うた の は、 鬼が 持 

つて 来る と考 へたからで せう。 にう 木と 言うた の は、 



丹 生と 関係の ある 語で、 みそぎ を 授ける 木の 意で あつ 

たらう と 思 はれます。 処 によって は、 此丹 生木の 事 を 

みづ きと も 言う てゐ ますが、 此語 も、 やはり 水の 祓ひ 

を 授ける 木の 意で あつたと 思 はれます。 此丹 生木 は 門 

松に 立てる 外に、 小正月に、 家の 出入口 や、 祠. 墓な 

どに も 立てます。 今 は、 その 家の ものが 立てる のです 

が、 元は、 山人が 来て 立て ゝ 行った のです。 

皆さん は、 奈良朝 頃、 宮廷に 御 竈 木の 式と 言うて、 正 

月 十五 日に、 宮廷に 仕へ て ゐた宫 人. 役人、 又は 畿内 

の 国司 達から 宮廷の 御 薪 を 奉る 式の あった 事 を 御 承知 

でせ う。 宮廷の 御 儀に なった の は、 一種の 固定で、 こ 
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